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Ⅰ　緒言
　内閣府男女共同参画局「男女の健康意識に
関する調査」₁）では、20～30代女性の₇～₈
割が月経に関する何らかの不調を感じている
ことを報告しており、多くの女性が不調とし
て月経痛や月経不順、月経前症候群（Pre-
menstrual syndrome：P M S）などを抱えて
いる。思春期では、初経から排卵周期が確立
する₂～₅年程度は、周期・持続・量ともに
不規則な出血パターンをとることが多く、排
卵周期が確立された後は一般に月経量が増え、
月経痛が強くなるなどの症状が出現する₂）。
特に、思春期世代は学校行事、受験、部活動
などのイベントが多く、不規則な出血や月経
痛などの月経トラブルにより、様々な場面で
心身への影響が大きいと考えられる₂）。
　これまで、女子高校生を対象とした月経随
伴症状の実態調査では、一番つらい時の月経
痛の強さに関して、授業や生活に影響すると
回答した生徒が₄～₅割と報告されており₃）
₄）、半数程度の生徒が月経による生活や授業
への影響を訴えている。また、月経の不安お

よび悩みがあると回答した生徒は24.8％であ
り₅）、月経に対して不調や不安を抱える生徒
は少なくない。一方で、中高生の約半数が月
経痛を我慢している実態も報告されており₆）、
外ら₃）の研究では、月経痛は我慢するものと
捉えている女子高校生は半数を超えている。
また、森下ら₇）の研究では、月経痛の対処行
動として「誰にも相談したことがない」と回
答した生徒は68％を示しており、高校生は月
経随伴症状の対処行動に対して消極的であり、
婦人科受診についても58％が否定的な考えを
有していることが示されている。さらに月経
痛の強さや鎮痛薬の使用頻度から決定される
月経困難症スコア₃）が中等度・重度を示し、
月経により授業や生活に大きな影響がある高
校生であっても、婦人科受診に対しては64％
が否定的な考えであることが報告されており、
医療機関の受診などの積極的な対処行動が必
要な生徒も含め否定的な考えを有している現
状が示されている。
　外ら₈）は、小学校から高等学校における体
育科・保健体育科の教科書で取り扱われてい
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る月経関連内容の記載に関して調査を行い、
教科書では初経に関する内容や月経の機序、
月経周期に関しては記載がみられた一方で、
月経困難症などの月経随伴症状の対処法に関
する内容が含まれていないことを報告してい
る。また、小学校から高校での月経教育では、
月経への対処能力を高める教育が不十分であ
ることも報告されている₉）。このようなこと
から、月経随伴症状による日常生活での困り
ごとを有する生徒が多いにも関わらず、学校
教育では対処法の教授に関して十分に対応で
きていない可能性が考えられる。また、対処
法を教授する機会の多くは、養護教諭から
個々に受ける、もしくは母親の家庭内での対
応となることが報告されており、このような
個別教育を行うことも重要である一方で、工
藤ら10）の報告では、母親の月経に関する知識
は自身の思春期時代に得た知識であることが
多いことが報告されており、家庭における月
経教育だけでは家庭間での教授できる内容に
差ができる可能性がある。そのため、生徒が
適切に月経とうまく付き合うためにも、月経
の集団教育により基礎的な月経への対処法の
知識や月経に対する前向きな態度などを育み、
必要に応じて養護教諭による個別教育に繋げ

るための環境整備が必要である。
　集団での健康教育では、対象生徒の月経随
伴症状や月経に対する考え方や価値観（月経
観）の現状も踏まえて実施することも必要で
ある。菊池11）は性教育に対して生徒の実情や
ニーズに即した内容が必要であることを示し
ており、実際の健康教育の工夫として事前に
アンケートを実施し、結果を授業内容に取り
入れることなどを示している。このことから、
月経教育の集団教育を実施する際には、事前
アンケートにより生徒の実態を把握すること
も必要である。また、男子生徒も含めて月経
に関する正しい知識や適切な対処法を理解す
ることが男女ともに過ごしやすい社会の構築
に繋がることも踏まえ、男女ともに月経観や
実態、困りごとなどを把握した上で健康相談
や集団健康教育を実施することが必要である。
　そこで、本研究では附属高等学校（以下附
高）の保健体育教諭および養護教諭と連携し、
附属高等学校₂年生男女生徒を対象として月
経症状の現状や困りごと、および月経観につ
いて明らかにすることを目的とした。また、
これらの結果から、集団による月経教育で取
り扱いが望まれる内容についても検討した。
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表₁　アンケート質問の内容（本研究で分析対象とした共通項目の抜粋）
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Ⅱ　研究方法
⑴　対象者
　アンケート調査は2023年₂月に実施した。
調査開始前に、附高に所属する保健体育教諭
を通じて、担任等の関連教員および学校長に
調査の趣旨を書面で説明し協力の承諾を得た。
また、依頼書により附高に通う₂年生の生徒
男女およびその保護者にアンケート調査（無
記名）の趣旨および概要、調査に基づいた授
業の実施について説明を行い、113名（男子
39名、女子74名）を対象にアンケート調査の
URLを配布した。高校生および保護者への
依頼書には、調査の目的と意義、調査への参
加協力は自由意思であること、個人が特定さ
れない形で無記名にて調査すること、回答の
有無により不利益は生じないこと、データは
授業および研究目的以外での使用は行わない
ことを明記した。また、アンケート回答の際
に再度、回答は個人が特定されない形で授業
や研究で使用する旨を伝え、その上でアン
ケート回答し、かつデータ提供に「賛同する」
と回答した生徒の回答のみを分析対象とした。
賛同した生徒は112名であり、内訳は男子生
徒39名（賛同率100％）、女子生徒73名（賛同
率98.6％）であった。
⑵　調査内容
　対象生徒は、保健体育教諭を通じ、附高で
使用している教育プラットフォーム Classi に
掲載された Google Forms のU R Lにアクセ
スし、アンケート回答を行なった。調査項目
は、男女共通の項目として年齢や体格、運動
習慣等の基礎情報に加えて、表₁に示した月
経に関する知識および月経観、困りごとに関
する項目を設定した。女子生徒に対しては、
表₂に示す月経随伴症状の実態や対処行動、
月経観についても回答を得た。
⑶　統計処理
　分析は SPSS Statistics Ver. 27 を用い、単純
集計を行うとともに、女子生徒は月経困難症
スコア分類別の月経への考え方の違いを検討

するために、χ2検定および Fisher の正確確
率検定を用いた。なお、有意水準は₅％未満
とした。月経の対処法およびピル等のホルモ
ン製剤に対するイメージや困りごとに関する
自由記述は各回答においてコードを抽出し、
カテゴリーに分類した。

Ⅲ　結果
　男女共通項目の結果を表₃に示した。月経
周期による体調変化の有無に対する知識の設
問では、男女共にほぼ全員が「変化すると思
う」（そう思う・ややそう思う）と回答して
おり、月経周期による体調変化への理解は十
分であった。しかしながら、月経による体調
不良や痛みを「我慢するもの」だという月経
観に対しては、女子生徒は₅割を超える生徒
が「我慢するもの」であると考えており、男
子生徒の₁割と比較して高い結果を示した。
月経随伴症状による不調への対処方法である
鎮痛剤の使用方法に関する設問では、「痛みが
ひどくなり、我慢できない程度になってから
飲む」と回答した女子生徒は23名（31.5％）、
男子生徒は11名（28.2％）であり、₃割程度
の男女生徒が痛み止めの飲み方に関する知識
が不十分であり、月経痛を我慢する前提で捉
えている、もしくは薬を服用することに否定
的または抵抗がある可能性が考えられた。そ
の他の対処法としては婦人科受診により処方
が可能な低用量ピルなどのホルモン製剤があ
るが、ピルを「知っている・なんとなく知って
いる」と回答した女子生徒は69名（94.6％）、
男子生徒は30名（76.9％）であった。ピルの
イメージについては、女子生徒は様々なコー
ドが抽出され、回答者の10％以上で抽出され
たコードとしては、「月経随伴症状の改善」
10名（20.8％）、「なし・わからない」₇名
（14.6％）、「月経をコントロールできる」₆名
（12.5％）、「避妊薬」₅名（10.4％）、男子生
徒のコードとしては「避妊薬」₈名（28.6％）、
「月経随伴症状の改善」₅名（17.9％）、「なし・
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表₂　アンケート質問の内容（本研究で分析対象とした女子生徒用項目の抜粋）
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わからない」₄名（14.3％）であり、女子生
徒は月経随伴症状の治療薬のイメージが高く、
男子生徒では避妊薬としてのイメージが高い
ことが明らかとなり、月経随伴症状の治療薬
としての認知は女子生徒においても20％程度
と低い現状が示された。
　月経の実態に関する回答結果を表₄に示し
た。初経を迎えていない女子生徒は₁名（1.4％）
であり、困りごととして「初めての月経が来
る気配がない」と記述がみられた。正常月経
の有無に関する設問では、「正常である」と
回答した女子生徒のうち、前回の月経が「₁・
₂ヶ月前」と回答した生徒は11名（17.5％）
を示し、正常月経の判断が適切にできていな
い生徒もみられた。「正常である」と回答し
た女子生徒のうち、約₄割の女子生徒が出血
量の多さに困りごとを抱えていた。月経周期
による体調変化に関する回答としては、₈割
を超える女子生徒が変化を感じている現状で
あり、上記からピル等のホルモン製剤を利用
している生徒や初経を迎えていない生徒を除
いた際には、₉割を超える女子生徒が変化を
感じている状況であった。体調の良い時期と
して「月経後」が36名（55.4％）と最も割合
が高く、体調の悪い時期としては「月経中」
が41名（63.1％）、次に「月経前」21名（32.3％）
の割合が高かった。さらに、₈割の女子生徒
がPMSを有する実態が明らかとなった。
PMSの症状としては、₇割を超える女子生
徒が「お腹が痛い」「食欲が変化する」「イラ

イラする」といった症状を有していた。多く
の女子生徒がPMSにより様々な症状を抱え
ている一方で、PMS症状への対処法として
は、自由記述で「何もしていない」に該当す
るコードが抽出された生徒が27名（55.1％）
と多く、その他の抽出コードでは「医薬品
（痛み止め、漢方、ピル等）の服用」「休む、
寝る」「身体を温める」が抽出され、積極的
な対処法を10～20％の生徒が実施していたが、
多くの女子生徒は対処行動に対して消極的で
あった。
　月経中の不調については、₉割近い生徒が
該当していた。「お腹が痛い」といった身体
症状が₉割、「イライラする」といった精神
症状は₇割近くの該当を示し、多くの女子生
徒で心身ともに月経中に影響がみられた。月
経中の症状に対する対処法としては、40名
（71.4％）が抽出コードとして「医薬品（痛み
止め、漢方、ピル等）の服用」により対応を
している一方で、「何もしていない」と回答
する生徒も15名（26.8％）みられた。その他
のコードとして10％程度が「休む、寝る」「身
体を温める」対処法を活用していた。
　PMSや月経中の症状の影響に関する設問
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では、₆～₇割程度の女子生徒は体育授業や
部活、普段の生活に影響がみられると回答し
た。さらに、月経痛が一番辛いときの様子に
ついての回答結果を表₅に示した。月経痛の
強さとしては、₆割を超える生徒が授業に影
響がある現状が明らかになった。特に、₂割
を超える女子生徒では「横になって休みたく
なるほど授業に影響が出る」「₁日以上寝込
み、学校に行けない」など影響が大きい現状
が明らかとなった。また、対処法の現状とし
ては、半数以上の女子生徒が₁日以上鎮痛剤
を使用しながら月経痛をコントロールしてい
る現状が明らかとなった。
　鎮痛剤以外の対処法として、婦人科受診が
一つ挙げられる。しかしながら、表₄の設問
19では女子生徒の約半数である37名（50.7％）
が婦人科受診を嫌であると否定的に捉えてお
り、受診に至るまでにはハードルが高い状況
が示された。月経困難症スコアが₂以下を
「なし・軽度」、₃以上を「中等度・重症」の
月経痛と分類し、「婦人科受診への考え」お
よび「月経痛は我慢するものと捉える月経観」、
「親との月経に関する会話することの恥ずか
しさ」との関係性を検討した。その結果、月
経困難症スコアと婦人科受診に対する考え
（肯定・否定）の₂群（p＝0.81）、月経痛を
我慢すべきものと考える月経観（肯定・否定）
の₂群（p＝0.81）、親との会話の恥ずかしさ

（肯定・否定）の₂群（p＝0.40）には関係性
はみられなかった。したがって、月経随伴症
状が重く悩んでいる生徒であっても産婦人科
受診のハードルは高く、月経痛を我慢すると
考える生徒の割合も月経困難症スコアに関係
なく、「なし・軽度」とほぼ同程度であり、
半数を超えていた。その一方で、親と月経に
関する会話をすることが恥ずかしいと捉える
女子生徒の割合は低く、重い月経随伴症状を
有する女子生徒も同様に低い割合であった。
　月経に関して困っている自由記述としては、
個別の回答では「自分に合う生理用品を見つ
けたい（寝ている時の漏れ）」「親類に生理は
病気じゃないから甘えるなと言われる」「生
理痛がつらすぎる」「生理を理由とした休み
を言い出しやすい環境がほしい」などがみら
れ、月経との付き合い方や周りの理解に対し
て不安を抱え、悩んでいる生徒がみられた。

Ⅳ　考察
　本研究では、附高の男女生徒を対象に月経
観や月経に対する知識、月経の実態や困りご
とを明らかにし、附高において取り扱いが望
まれる月経教育内容について検討をした。
　月経痛等の月経随伴症状により、体育授業
や日常生活に影響がある生徒は₆～₇割であ
り、先行研究で報告されている₄～₅割₃）₄）

よりも高く、さらに月経困難症スコアが₃以
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表₅　附属高等学校₂年生における月経痛の強さ、鎮痛剤の使用頻度、月経困難症スコア
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上と中等度・重症の割合は先行研究₃）で示さ
れている₂割程度という結果よりも高い₄割
弱という割合を示し、重い月経随伴症状に悩
む生徒の割合が非常に高い現状が示された。
その一方で、それらの困りごとへの対処法も
十分に理解できていない現状が明らかとなっ
た。特に、男子生徒よりも女子生徒で、月経
痛などの体調不良は我慢するものという認識
をする割合が高く、女子生徒は対処法として
も「我慢する」を選択し、「何もしない」生
徒の割合も一定数を示されたことから、今後
はまず月経随伴症状により日常生活に支障が
ある場合には「対処が必要である」ことを強
く伝える必要がある。対処法としては、鎮痛
剤やピルなどのホルモン製剤、漢方薬の活用
が挙げられる。例えば、機能性月経痛の対処
法としては、痛みに繋がるプロスタグランジ
ンの分泌量が増える前に、早めに痛み止めを
飲むといった対処法が有効であるが、本生徒
に十分な認知はされていない。そのため、対
処法の選択肢を示すとともに、タイミングな
どの実際の活用方法まで伝える必要がある。
また、ピルなどのホルモン製剤は、服用によ
り出血量を減らしたり、痛みを軽減したりす
るなど月経随伴症状の治療薬であるが、治療
薬としての認識割合は低く、対処法の選択肢
を広げるためにもピルに関する知識の提供も
男女ともに必要であろう。
　これらの結果から、生徒の実態に合わせて
必要であると考えられる月経教育内容として、
知識として月経を理解するために、月経の仕
組みと合わせて月経随伴症状やその実態、こ
れらの症状が日常生活に影響する場合には
「我慢せず、積極的に対処すること」を伝え
るとともに、鎮痛薬の正しい使用方法やホル
モン製剤での治療、漢方薬の効果や使用方法、
出血量が多いなどの自分の困りごとに合った
様々な生理用品などの手段を知ることが必要
と考えられられた。また、一定数の生徒では
月経随伴症状が重く、対処によるコントロー

ルが十分ではない生徒もいることから、個別
の健康相談の機会の確保が必要であると考え
られた。
　内閣府が2021年₆月に決定した「女性活
躍・男女共同参画の重点方針　2021」12）では、
「小・中・高等学校等において、月経関連の
症状を始めとする生理に関する様々な症状の
児童生徒に対し、必要に応じて産婦人科等の
受診につなぐ」ことや「児童生徒を始め誰も
が生理などの体の悩みを気兼ねなく産婦人科
等に相談できる環境の整備に努める」ことが
記載されており、月経随伴症状の対処法とし
て、学校が婦人科受診も有効であることを積
極的に伝える必要がある。対象女子生徒は親
と月経に関して話すことを恥ずかしくないと
考えている割合が8割弱であり、親子間の月
経相談のハードルが高い現状ではないため、
生徒自身が産婦人科への通院が対処法として
良い手段であることを認識できれば、親に受
診の希望を伝えることで受診に繋がる可能性
もある。もちろん、通院には親などの保護者
の理解も重要なため、必要に応じて保護者へ
の情報提供も重要である。
　なお、本論文では詳細は割愛するが、これ
らの生徒の実態を把握し、2023年₃月に₂年
生の保健授業にて「月経」に関する集団教育
を実施し、PMS、月経困難症の症状や生徒
の実態、我慢しない積極的な対処法やさまざ
まな生理用品などを紹介した。さらに、2023
年₃月の₃学期終業式後には、養護教諭と連
携して月経に関して悩みを抱える生徒を対象
に個別の健康相談を実施し、必要に応じて婦
人科などの医療機関に繋げるよう働きかけた。
月経の症状には個人差があり、集団の健康教
育だけでは賄えない部分も大きいため、集団
教育とともに、定期的に個別相談の機会も設
けて、学校での勉学やQOLに支障が出ない
ような健康行動を促す教育内容や方法を今後
も継続して検討したい。
　文部科学省は2021年12月に「毎年度定期健
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康診断を実施する際の保健調査票等に女子の
月経随伴症状を含む月経に伴う諸症状につい
て記入する欄を設け、保護者にもその記入に
ついて注意を促すなどにより、所見を有する
児童生徒等を的確に把握し、健康相談や保健
指導を実施したり、必要に応じて産婦人科医
への相談や治療につなげたりするなど、適切
に対応いただくようお願いします」13）と通知
しており、さらに文部科学省は2023年11月に、
月経痛やPMSで高校入試を欠席した場合、
追試験の対象とするよう求める通知を2023年
内に都道府県の教育委員会に周知する方針を
固めたことが報告されており14）、社会的に思
春期の月経対処が進んでいる状況である。こ
のように、生徒が快適に過ごせる環境整備を
進む社会の変化と併せて、生徒自身の月経と
うまく付き合う方法を知り、対処できると
いったライフスキルの獲得に繋がる健康教育
内容を高校と大学で連携しながら継続して検
討することが重要である。
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